
防火対象物使用開始届出書 記入見本 （おもて面）

●記入の際には、消えないペンを使用して
ください。

●書き間違った場合には、二重線で消して、
余白に正しい内容を記入してください。
修正液や修正テープは使わないでください。
訂正印は必要ありません。

●使用を開始する７日前までに、管轄消防署へ
ご提出ください。

■届出者（占有者）が法人の場合、その名称、
代表者の役職・氏名、主たる事業所の所在地を記入
してください。

■個人の場合、お住いのご住所を記入してください。

■模様替えの□にチェック☑を入れてください。
（建築確認申請が必要な場合は、該当する種別に
チェック☑を入れてください。）

■分からなければ、記入不要です。

■何も記入しないでください。

■【他の法令による許認可】とは、
・住宅宿泊事業法
・老人福祉法
・介護保険法
・風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律
等による許認可のことを指します。
分からなければ、記入不要です。

■記入日ではなく、実際に管轄消防署に
届け出る日付を記入してください。

■西暦（20××年）、和暦（令和×年）は
問いません。

■最大の従業員数とその他の人員（お客さん等）の
合計を記入してください。 ■建築物の面積を記入してください。

【敷地面積】
敷地（土地）の面積。

【建築面積】
建築物を真上から見たときの建物の面積。

【延べ面積】
建築物の各階床面積の合計。

■分からなければ、延べ面積の枠に使用する部分の
床面積の合計を記入してください。



防火対象物使用開始届出書 記入見本 （うら面）

■建物の用途と構造を書いてください。
分からなければ、記入不要です。

●記入の際には、消えないペンを使用して
ください。

●書き間違った場合には、二重線で消して、
余白に正しい内容を記入してください。
修正液や修正テープは使わないでください。
訂正印は必要ありません。

●使用を開始する７日前までに、管轄消防署へ
ご提出ください。

■使用する階ごとの占有部分の床面積、用途を
記入してください。
使用しない階については、記入不要です。

■床面積の合計を記入してください。

■記入不要です。

■各階に設置されている、消防用設備を記入して
ください。
分からなければ、記入不要です。

■枠内に書ききれないときは、余白にご記入
ください。

・消火設備
消火器、屋内消火栓設備、
スプリンクラー設備、泡消火設備、
不活性ガス消火設備、粉末消火設備 等

・警報設備
自動火災報知設備、ガス漏れ警報設備、
非常警報設備（非常ベル、放送設備） 等

・避難設備
すべり台、避難はしご、救助袋、緩降機、
誘導灯及び誘導標識 等

・消防活動上必要な施設
連結散水設備、連結送水管、
非常コンセント設備 等



付近見取り図の作成例

地図サイト、アプリ等を活用し、入居する建物の場所がわかるよう示してください。

■付近に目印となるような大きな建物や道路があれば、
地図に入るように作成してください。 ■対象物を丸印で囲んでください。



平面図の作成例

■室内に設置されている消防設備の場所を明示してください。
設備の記号がわかない場合は、〇：誘導灯 △：感知器
のように設備ごとに記号を決めて記入してください。
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■階の一部を契約(占有)される場合は、
入居する部分を明示してください。

■フロア内に配置する椅子、棚、厨房設備等に
ついても明示してください。

■天井、壁、床の内装に変更がある場合は、内装仕上げ表を
添付するか、使用した内装材について記載してください。

【例 壁：不燃ビニルクロス貼(〇〇社製 MTー〇〇)】
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